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宮城交通株式会社（本社：宮城県仙台市、取締役社長：青沼  正喜）は、宮交仙台高速

バスセンターを平成２９年３月２９日（水）にリニューアルします。  

今後増加が予想されるインバウンド旅行者への利便性を高めるため、多言語に対応した

発車案内表示機や自動券売機を導入します。また、リラックスした空間でバスをお待ちい

ただけるよう既存のベンチをゆったりしたソファに更新し、利用しやすい待合室になりま

す。  

なお、各種設備の導入には、訪日外国人旅行者受入整備緊急対策事業費補助金（交通サ

ービス利便性向上促進事業）を活用しております。詳細は以下のとおりです。  

記  

１．場所    宮交仙台高速バスセンター（宮城県仙台市青葉区中央 1 丁目 6-35）  

【外観】                    

 

 

 

 

 

 

 

 

【内装イメージ（リニューアル後）】  

ベンチからローソファに変えることで、スーツケースを置きやすい、スペースのある待合室にし、

全体的に見通しが良く、お客様に快適に寛いでいただける空間を作りました。  

今後、スーツケース用荷物預り設備の導入を予定しております。 

 

 

 

 

 

  

 

 

インバウンド旅行者の皆様に快適な空間を提供します 

～「宮交仙台高速バスセンター」をリニューアル～ 

 

 



 

２．多言語対応へのリニューアル  

【発車案内表示機】  

直近の高速バス発車案内を４カ国語表記

[英語、中国語（繁体、簡体）、韓国語]

でお知らせできるようになります。  

 

 

 

 

 

 

 

【自動券売機】  

操作ボタンは、3 カ国語[英語、中国語（繁体、簡体）]併記。  

発行する乗車券も英語併記します。また、クレジットカード決済も可能です。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行先を 4 カ国語でお知らせ 

3 カ国語でご案内 


